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　曙ブレーキ岩槻製造株式会社　 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ ISO14001取得状況の確認 ー ー ー ○ ○ ○

お客様毎に納入パーレの大き
さが統一されているため、無駄
なスペースが
発生しにくいようになっている。

○ ○ ○
クループ内での共同物流を実施し
ている。

○ ○ ○
必要に応じて輸送便の配車
調整を実施している。

○ ○ ○
発着時間を設定し、モニターに
て見える化をしている

○ ○ ○
渋滞情報等を元に輸送経路の変
更を行っている

○ ○ ○ トラック毎に入庫できる時間を設定している。 ○ ○ ○
輸送トラックを大きくし、1回の積載量
を増やすことで輸送便数を減らすな
どの取組を行っている。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 敷地内にトラック待機場所が確保されている。 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　株式会社ヴァレオジャパン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

○ ○ ○ ○ ○ ○
長距離の顧客に対し、JR貨
物輸送による有効活用

○ ○ ○
トレーラー導入による
輸送量増と回数の削
減

　株式会社エフテック ○ ○ ○
物流は業務委託しているが、使用
燃料の報告を行ってもらっている。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
ISO14001の認証取得の確認をし
ている。

○ ○ ○
複数物流出荷拠点、引き取り拠点を
廻り輸配送の効率化を実施してい
る。

○ ○ ○
積載スペースに合わせた製品
台車、バケット容器を製作して
いる。

○ ○ ○
配送業務の共同化（輸送距離、使
用車両の削減）を行っている。

○ ○ ○
最終便の調整に関しては、
納入量によってトラックの車
種を変更している

○ ○ ○

顧客のジャストインタイムに合
わせた納入を実施。
緊急発送の抑制を実施してい
る。

○ ○ ○
委託先にてドライバー同士の道
路混在状況等の連絡をしても
らっている。

○ ○ ○
顧客の生産計画に合わせた適切な輸送を実
施。

○ ○ ○
委託業者との情報交換・連絡を密に
して、便数の削減に努めている。

○ ○ ○

デジタル式運行記録計を活用し管
理して頂いている。
貨物車更新時には低床ボディー低
燃費車の導入を推奨している。

ー ー ー ○ ○ ○

環境方針の送付とともに、アイドリ
ングストップとエコドライブの実施
を文書示達している。また、燃費
等の記録管理し、月に１度データ
を報告してもらっている。

○ ○ ○
物流拠点の整備を実施し、路上駐停車の自粛
をしている。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

原材料・製品の横持ち（工場
内倉庫⇔業者倉庫）の削減、
地方工場、子会社、協力工場
への荷物の集約、纏め輸送
を行っている

ー ー ー

　ジェコー株式会社 ー ー ー ○ ○ ○
輸送効率を上げる為の最良ルー
トの検討

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
愛知県に中継地を持ち輸送効率
アップを図っている

○ ○ ○
客先の荷姿検討会にて標準箱
を提案し了承の上、効率向上
に努めている

○ ○ ○
納入先により輸送会社へ混載輸
送の可否確認を行い実施

○ ○ ○
客先の受注動向を先読みし
最適車種選定を実施

○ ○ ○ ダイヤ表にて運行管理を実施 ○ ○ ○ 緊急迂回ルート設定済 ○ ○ ○ ダイヤ表にて管理実施。 ○ ○ ○
客先の受注動向を先読みし最適車
種選定を実施

○ ○ ○
車両の入れ替え時には、低燃費車
への購入依頼

○ ○ ○

車間距離にゆとりを持って、
加速・減速の少ない運転・エ
コモードでの走行・エコタイヤ
の推奨

○ ○ ○ 年１回の輸送会社からの報告 ○ ○ ○
納入車両、部品車両のダイヤ設定で効率を考
えたヤード確保/車両の待機場を設け基本的に
アイドリングストップ

ー ー ー ○ ○ ○
車両の荷量実態を把握し、空き
スペースも有効活用

ー ー ー ー ー ー

　株式会社ソーシン　本社・入間工場 ○ ○ ○
毎月、車両の燃料使用量からCO2
排出量を把握し、削減に向けた
課題と対策をまとめている

ー ー ○ 定期的な物流定例会を検討中 ○ ○ ○
CO2排出量削減への取組み計
画を半期毎に提出、確認の実
施

○ ○ ○
CO2排出量削減への取組み計画
を半期毎に提出、確認の実施

○ ○ ○
輸送会社のデポを利用した客先多
回納入の実施

○ ○ ○
年度毎に削減目標を設定し推
進（今年度目標：▲５％）

○ ○ ○
同一ルートでの混載便化を実施
（事業所間の混載便化）

○ ○ ○
納入計画に合わせて、納入
便の最適車種での配車実施

○ ○ ○
客先納入計画に合わせた運行
ダイヤでの定期便運行のルー
ル化実施

○ ○ ○
長期連休、荒天時は状況を判断
し出発時間を変更

○ ○ ○

荷待ち、荷役作業等にかかる時間の把握、物
流業務の効率化
政府の定めたガイドライン順守（作業時間2時
間以内ルール）

○ ○ ○
納入荷姿改善し、積載効率80％以
上での輸送

○ ○ ○ 要請中 ー ○ ○
輸送業者へ実施に向けた資
料準備中

ー ○ ○ 輸送業者への調査を準備中 ○ ○ ○ 輸送業者への通知とポスターの掲示 ー ー ー 活用の計画及び、予定は無し ○ ○ ○ 鉄道ルートでの物流は確立済 ○ ○ ○
1台の車両で同一方面の仕入
先様の製品を共同輸送するミ
ルクランを計画

ー ー ー

　株式会社ソーシン　玉川工場 ○ ○ ○
毎月、車両の燃料使用量からCO2
排出量を把握し、削減に向けた
課題と対策をまとめている

ー ー ○ 定期的な物流定例会を検討中 ○ ○ ○
CO2排出量削減への取組み計
画を半期毎に提出、確認の実
施

○ ○ ○
CO2排出量削減への取組み計画
を半期毎に提出、確認の実施

○ ○ ○
輸送会社のデポを利用した客先多
回納入の実施

○ ○ ○
年度毎に削減目標を設定し推
進（今年度目標：▲５％）

○ ○ ○
同一ルートでの混載便化を実施
（事業所間の混載便化）

○ ○ ○
納入計画に合わせて、納入
便の最適車種での配車実施

○ ○ ○
客先納入計画に合わせた運行
ダイヤでの定期便運行のルー
ル化実施

○ ○ ○
長期連休、荒天時は状況を判断
し出発時間を変更

○ ○ ○

荷待ち、荷役作業等にかかる時間の把握、物
流業務の効率化
政府の定めたガイドライン順守（作業時間2時
間以内ルール）

○ ○ ○
納入荷姿改善し、積載効率80％以
上での輸送

○ ○ ○ 要請中 ー ○ ○
輸送業者へ実施に向けた資
料準備中

ー ○ ○ 輸送業者への調査を準備中 ○ ○ ○ 輸送業者への通知とポスターの掲示 ー ー ー 活用の計画及び、予定は無し ○ ○ ○ 鉄道ルートでの物流は確立済 ○ ○ ○
1台の車両で同一方面の仕入
先様の製品を共同輸送するミ
ルクランを計画

ー ー ー

　テイ・エステック株式会社 ○ ○ ○
・物流子会社にてCO2排出量の把
握をしており、削減に向けた課題
等の抽出も実施している

○ ○ ○
・物流子会社を通じて情報共有
し、CO2排出量の削減に向けた
取り組みを検討している。

○ ○ ○
社内ルールに基づき輸送委託
業者の評価項目にて評価を実
施している

○ ○ ○

・Ｇマーク、グリーン経営、
ISO14001など安全・品質・環境を
兼ね備えた運送業者を積極的に
利用

○ ○ ○
・小物製品等の満載輸送ができるよ
うにデポ（倉庫）を活用

○ ○ ○

・新モデル変更毎に製品梱包
荷姿見直し実施
・新規海外送付品発生時　梱
包荷姿見直し実施

○ ○ ○
・２社間での共同配送及びミルクラ
ンの実施

○ ○ ○
・荷量に合わせた適正車種
での発注継続実施

○ ○ ○
・購入先、社内、得意先間で調
整実施

○ ○ ○
・GPS無線及び複数ルート設定
による混雑回避実施

○ ○ ○
・GPSでの位置確認及び無線での運転手との
コミュニケーションにより待機時間の短縮を実
施

ー ー ー ○ ○ ○
・車輌買替時に低燃費車の購入を
依頼。

○ ○ ○
・駐停車時のアイドリングス
トップを依頼。

○ ○ ○
・アイドリングストップの要請、デ
ジタルタコメーターの活用、エコド
ライブ推進者選任確認実施

○ ○ ○
・待機場所の確保及びGPS無線による運行指
示実施

○ ○ ○
・物流子会社にて輸送業務の
一括管理を実施

○ ○ ○
・海外への輸出でトラック輸送を
船舶に変更を検討し実施してい
る。

ー ー ー ー ー ー

　株式会社デンソーワイパシステムズ 〇 〇 〇

・納入便別に荷量のチェックをして
おりCO2の排出量を把握し月ごと
に集計している。
・得意先の受注によって荷量増と
なり特便の対応が発生する。

〇 〇 〇

・輸送業者連絡会を実施、納入
便の満載化に協力を求めてい
る。
・車格変更や便の削減を実施
（10t➡4ｔまた、毎日運行➡3回/
週へ変更）

ー ー ー 〇 〇 〇
・各輸送業者に1回/年　運行タコ
グラフを提出して頂きアイドリング
ストップを確認

○ ○ ○

・海外輸出向けは、清水港付近の物
流業者を活用し輸出梱包及び、製品
一時保管を依頼し出船に沿ったデバ
ンを行っている。

○ ○ ○
・トレーの推進を行っており包
装材購入費の抑制を行ってい
る。

○ ○ ○ ・他社との共同便を実施している。 ○ ○ ○

・納入便積載量を見える化し
チェックしている。
　（便別に毎便、積載状況を
チェックシートに記載してい
る）

○ ○ ○

・各納入定期便の運行ダイヤで
の管理を実施
　また、DNシェアードによる統
合管理の実施

○ ○ ○ ・迂回ルート設定 ○ ○ ○ ・各納入定期便の運行ダイヤの管理を実施 ○ ○ ○

・製品納入便の車格変更の実施　10
ｔ➡4ｔ
・製品納入便の便数削減の実施　毎
日運行➡3回/週
・仕入れ先納入便の共同運行便へ
変更

ー ー ー ○ ○ ○ ・法定速度での運行遵守依頼 ー ー ー ○ ○ ○
・各輸送業者に1回/年　運行タコグラフを提出し
て頂きアイドリングストップを確認

○ ○ ○
・輸送業務は専門業者に外部
委託している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　東洋電装株式会社テクニカルセンター ー ー ー ○ ○ ○
輸送の無駄が無いよう、担当者
同士で密に連携を取り合ってい
る

ー ー ー ○ ○ ○ HPにて確認 ー ー ー ○ ○ ○
専用容器による緩衝材・保護
材の削減により積載率向上に
寄与

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
定時・所定時間での回収ルー
ル設定　済み

○ ○ ○ 委託運送業者による ○ ○ ○
所定の置き場所・時間での計画的回収の、待
ち時間が無いようにしている

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　日立Astemo株式会社 ○ ○ ○

業務を委託している事業者から輸
配送実績報告を受けている二酸
化炭素排出量については、四半
期ごとに実施される実行計画で本
社に報告。

〇 〇 〇

生産情報連絡会にて貨物輸送
業者との情報共有及び改善に向
けた
取組を実施。

ー ー ー ○ ○ ○
平成25年に制定された「グリーン
購買ガイドライン」に推進。

○ ○ ○
各得意先近在にデポを設定し、長距
離まとめ輸送による便数削減を実
施。

○ ○ ○
梱包の簡素化・リターナブル化
の推進。

○ ○ ○

得意先様の調達物流(ミルクラン)
への参画、
取引先様部品の物流集約(ミルクラ
ン)取組を推進。

○ ○ ○
製品生産計画に基づく荷量
算出と輸送便の配車計画作
成

○ ○ ○
トラックポートダイヤ表による積
込み時間の定刻化。

ー ー ー ○ ○ ○
トラックポートダイヤ表による積込み時間の定
刻化。

○ ○ ○
生産計画定期見直し時、荷量を確認
して便間引きを実施。

ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップの推進Ｐ
Ｒ

○ ○ ○
生産情報連絡会にて貨物輸送事
業者と情報共有時にＰＲ提案を実
施。

○ ○ ○
積込みエリアの設定、ダイヤ表にて積込み時間
帯の区分化を実施。

ー ー ー ○ ○ ○
九州向けJRコンテナ輸送、広島
向けフェリー輸送の実施。

ー ー ー ー ー ー

　ブリヂストン株式会社 ー ー ー ○ ○ ○

定期的に配送協力会社との会議
を開催し、配送品質向上・配送効
率化及び今後の輸配送動向に
関する情報共有を実施してい
る。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
弊社内の国内物流拠点を活用した
輸配送効率化を実施

○ ○ ○
梱包資材の標準化、マテハン
の活用による積載率向上を実
施

○ ○ ○
委託先配送会社での混載・共配の
実施

○ ○ ○
システム活用にて、配送エリ
ア・物量に応じた配車手配・
車両サイズを選定している

○ ○ ○
発注・出荷時間のルール化、及
び、計画的な配送を実施中

○ ○ ○
配車システムによる最適な配送
ルート提案

○ ○ ○
パレット輸送や積込補助を行っており、待機時
間管理を実施中

○ ○ ○
配車システムの導入、マテハンによ
る積載率向上の取り組みを実施して
おり、輸送回数の削減に努めている

ー ー ー ○ ○ ○

車内空調停止によりドライ
バーへの身体的負担のある
場合を除き、アイドリングス
トップを徹底している

ー ー ー ○ ○ ○ ドライバー休憩所の設置 ○ ○ ○ 3PL活用中 ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　ボッシュ株式会社　寄居工場　 ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇

埼玉県地球温暖化対策推進条
例に基づく、自動車地球温暖
化対策計画書等を提出
するように依頼し、定例会で提
出状況を確認する。

〇 〇 〇
CSR活動を確認している。
低燃費車両を増やしている。

○ ○ ○ 事業所内の物流拠点の集約 ○ ○ ○ 通い箱の活用 ○ ○ ○ 混載便の利用 ○ ○ ○ 共同輸送便の活用 ○ ○ ○

お客様からの受注データをもと
にカンバン生産を行い、輸送便
は着発ボードの活用し、便が重
ならないようにヤードで運行管
理する。

○ ○ ○
道路情報収集による渋滞情報を
活用することで、効率よい輸配送
経路へ迂回する。

○ ○ ○

着発ボードの活用（トラックの納品スケジュー
ルの「見える化」を実施（納品ドライバーへのス
ケジュールの配信）。納品スケジュールを受付
とヤードで誰でも閲覧できるようにしている。）

○ ○ ○

中間倉庫に一括納入することによ
り、走行距離を削減し、最終納入場
所への納入をミルクラン便を活用す
ることによって回数も削減している。

○ ○ ○

低燃費車利用を推進し、順次導入し
ている。また、SSCVエコ運転機能を
利用したエコドライブを行っている。
積載量に合わせた車両選定やエコ
タイヤの導入もしている。

○ ○ ○
入門許可証にエコドライブ等
の注意事項を記載し展開して
いる。

○ ○ ○

貨物輸送事業者より、低燃費車
の導入状況やエコドライブ等の取
り組み状況の報告を受け、情報
の共有化に努めている。

○ ○ ○

輸送便は着発ボードの活用し、便が重ならない
ようにヤードで運行管理しているから周辺道路
への路上駐停車は発生しない。また、入門許可
証にエコドライブ等の注意事項を記載し展開し
ている。

○ ○ ○

輸送業務は輸送業者へ委託
し、中間倉庫より必要な車両を
選定し、効率よい配車を行って
いる。

○ ○ ○ 　船便の利用 ー ー ー ー ー ー

　ボッシュ株式会社　東松山工場 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推進条
例に基づく、自動車地球温暖
化対策計画書等を提出するよ
うに依頼し、定例会で提出状況
を確認する。

○ ○ ○
CSR活動を確認している。  低燃
費車両を増やしている。

○ ○ ○ 事業所内の物流拠点の集約 ○ ○ ○ 通い箱の活用 ○ ○ ○ 混載便の利用 ○ ○ ○ 共同輸送便の活用 ○ ○ ○

お客様からの受注データをもと
にカンバン生産を行い、輸送便
は着発ボードの活用し、 便が
重ならないようにヤードで運行
管理する。

○ ○ ○
道路情報収集による渋滞情報を
活用することで、効率よい輸配送
経路へ迂回する。

○ ○ ○

着発ボードの活用（トラックの納品スケジュー
ルの「見える化」を実施（納品ドライバーへのス
ケジュールの配信）。納品スケジュールを受付
とヤードで誰でも閲覧できるようにしている。）

○ ○ ○

中間倉庫に一括納入することによ
り、走行距離を削減し、最終納入場
所への納入をミルクラン便を活用す
ることによって回数も削減している。

○ ○ ○

低燃費車利用を推進し、順次導入し
ている。また、SSCVエコ運転機能を
利用したエコドライブを行っている。
積載量に合わせた車両選定やエコ
タイヤの導入もしている。

○ ○ ○
入門許可証にエコドライブ等
の注意事項を記載し展開して
いる。

○ ○ ○

貨物輸送事業者より、低燃費車
の導入状況やエコドライブ等の取
り組み状況の報告を受け、情報
の共有化に努めている。

○ ○ ○

輸送便は着発ボードの活用し、便が重ならない
ようにヤードで運行管理しているから周辺道路
への路上駐停車は発生しない。また、入門許可
証にエコドライブ等の注意事項を記載し展開し
ている。

○ ○ ○

輸送業務は輸送業者へ委託
し、中間倉庫より必要な車両を
選定し、効率よい配車を行って
いる。

○ ○ ○ 船便の利用 ー ー ー ー ー ー

　本田技研工業株式会社　埼玉製作所 ○ ○ ○

サプライチェーン推進部で一括管
理／1次・2次輸送のCO2排出量を
把握し、原単位の試算や課題抽
出等を実施

○ ○ ○
生産状況の変化による環境影響
を共有し、対策立案を共創で実
施

○ ○ ○
Hondaと共同で目標値を立て月
度実績を管理

○ ○ ○

モーダル、電動車、ダブル連結等
の活用実績を輸送会社から共有
輸送会社選定時に、ISO14001保
有を入札条件として設定

○ ○ ○

・クロスドッグ荷集約（周辺物流倉庫
を活用した集約輸送）実施による効
率化推進
・完成車輸送における、中継輸送の
運用拡大を実施
・DCC活用による部品満載搬入施策
の取り組み

○ ○ ○
配送リードタイム・頻度見直し、
容器標準化推奨等による積載
率向上実施

○ ○ ○

・自社引取物流と他社荷混載輸送
実施
・大物部品の便単位発注方式の適
用

○ ○ ○

距離・荷量を基に輸送会社
と協議し、路線便、軽貨物～
大型レンジの適正
車格設定を行い、輸送設計
を実施

○ ○ ○

・XD,外部DCCへ納入する際に
はお取引先と納入に関して調
整を行い,取引先の輸送が高積
載となる様な発注運用および時
間の設定を実施(幹線物流・近
在物流施策)
・発注従属に意思入れし、指示
時間の平準化を実施

○ ○ ○

渋滞回避/緩和を目的に夜間を
基本としたオフピーク輸送を実施
無線等により情報共有し回避
ルートの指示展開

○ ○ ○

・外部DCCに荷を集め輸送することで、混雑す
る製作所近隣のトラック便数を減らし待機車輛
を抑制
・輸送実態に合わせた発注指示時間の設定を
実施
・GME棟の10ピットを最大活用

○ ○ ○

物を太く受ける施策への取り組みと
して、外部に倉庫を構え太く受け荷
を集め、積載率を向上させ製作所へ
は時間厳守で輸送を実施

○ ○ ○
FCVトラックの実装に向けたTRYの
実施

○ ○ ○
停車時のアイドリングストップ
の協力依頼

○ ○ ○ 契約仕様への入れ込み ○ ○ ○
構内入場許可申請時に低燃費車利用状況の確
認実施

○ ○ ○

・日本梱包運輸倉庫等に国内
調達輸送業務を委託
・ホンダロジスティクスに国内
調達輸送業務・外部DCCを委
託
・HLI及び日本梱包に構内物流
業務を委託

○ ○ ○

・輸送会社共創によるモーダル
シフト推進を実施
・完成車のモーダルシフト/船便
輸送実施

ー ー ー ー ー ー

　本田技研工業株式会社　和光ビル ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
事務共有備品（コピー紙等）を一括
購入し、少量輸送をしない

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 駐車場にアイドリングストップの看板設置 ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
車での来場者に渡す駐車許
可カードへのアイドリングス
トップの明記

ー ー ー

　本田金属技術株式会社 ○ ○ ○
顧客への輸送実績の燃料消費量
をトンキロ法による把握（2回/年）

○ ○ ○
社内の工務部門が顧客への出
荷数に応じて顧客及び運送業者
と連携し出荷数削減を実施

ー ー ー ○ ○ ○

・待機時間のアイドリングストップ
の啓蒙
・ISO14001取得の確認と取得の推
奨

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

取引先の定期出荷便の積載率を
検証する。出荷便前後の積み合わ
せ実施と混載をし、最大積載量の
配送による便数削減を実施する。

○ ○ ○
輸送量に応じた訂正車種選
定の実施

○ ○ ○
翌週の配車を注文に応じて見
直し（1回/週）。運送業者への
発注を実施。

ー ー ー ○ ○ ○
各定期便の輸送時刻の設定と出荷品の事前
準備の実施

○ ○ ○
海外拠点からの依頼品の納入期限
を確認することによる少量輸送の削
減実施

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

配送時間前に到着した場合は、工場内に駐車
しアイドリングストップを実施するよう促してい
る。埼玉県環境保全防止条例に基づき、アイド
リングストップ看板を駐車場に3ヶ所設置してい

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　マーレジャパン株式会社 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー
物流倉庫及び物流拠点活用による
輸送の効率化

○ ー ー 荷姿標準化の実施 ○ ー ー 調達部品の共同輸送の実施 ○ ー ー
荷量に合わせた配車計画の
実施

○ ー ー
配送時間のルール及び見直し
の実施

ー ー ー ○ ー ー 配送時間のルール及び見直しの実施 ○ ー ー ミルクランの実施及び経路の見直し ー ー ー ○ ー ー ー ー ー ○ ー ー
校内アイドリングスストップの徹底、運転手控室
の設置

ー ー ー ○ ー ー 電車での貨物輸送の実施 ー ー ー ー ー ー

　マレリ株式会社 ○ ○ ○
本社物流部門にてマレリ全体の排
出量の月次進捗

○ ○ ○
本社物流部門で輸送業者連絡
会実施（３ヶ月１回）

ー ー ー 該当なし ○ ○ ○ ISO認証取得の確認、推奨 ○ ○ ○
外部倉庫活用による輸配送の効率
化

○ ○ ○
荷台スペース規格に適合した
荷姿標準化、ダンプラ、ポリ容
器の推進

○ ○ ○
ＭＪミルクランによる混載化で適正
化実施

○ ○ ○
ＭＪミルクランによる混載化
で適正化実施

○ ○ ○
ＭＪミルクランによる各ルートの
配送時間、荷量指示実施

○ ○ ○
緊急連絡網の整備による混雑回
避実施

○ ○ ○
引取り時間の共有化と連絡網整備による、待
ち時間の削減実施

○ ○ ○
ＭＪミルクランによる輸送距離と納入
便数削減

○ ○ ○
排ガス適合車（低燃費車）への入替
推奨(車両紹介活動）

○ ○ ○
輸送業者へＭＪ環境方針展
開

○ ○ ○
本社物流部門で輸送業者連絡会
で確認実施

○ ○ ○
構内荷下場所、待機場所へアイドリングストップ
の掲示

○ ○ ○
ＭＪミルクランによるサプライ
ヤー選定実施

○ ○ ○ ミルクランによる共同輸送実施 ○ ○ ○
フォークリフトEV化によるCO2
削減

ー ー ー

　八千代工業株式会社 ○ ○ ○
（省エネ法）トンキロ法より、Co2の
排出量を把握

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

新規受注部品等は、荷姿検証
により積載効率の最大化を検
討している。
また、パーツにおいて簡易包
装の実施

ー ー ー ○ ○ ○
輸送重量を考慮した車種の
選定

○ ○ ○ 時間搬入の継続推進 ○ ○ ○
道路混雑時における輸送ルート
の設定

○ ○ ○ 待ち時間ロスをなくすための配送時間の管理 ○ ○ ○ 製品の混載による輸送回数の低減 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップの看板設置による啓蒙活動
の実施

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　UDトラックス株式会社 ○ ○ ○

・経済産業省へ省エネ法定期報告
書及び中長期計画書の提出
・自工会サプライチェーン委員会
物流部会へ参加と自動車業界各
OEMと連携
・いすゞグループ及び社内サステ
ナビリティ活動（環境改善活動）へ
参画

○ ○ ○

・輸送業者との定期連絡会の実
施と情報共有
・いすゞグループとしてのPMI（ポ
スト・マージャー・インテグレー
ション）活動の中で輸送CN改善
の実施

ー ー ー
・業者選定時に計画書等の提
出要請は未実施

○ ○ ○
・ISO14001または、グリーン経営
の認証取得等を考慮し、輸送業者
の選定を実施

○ ○ ○

・いすゞグループとして、販売店向け
の補修部品用地方デポ（物流倉庫）
を共同使用することで、部品セン
ターと地方デポ、地方デポと販売店
への共同輸送も実施

○ ○ ○
・コンテナモジュールベースの
荷姿設計で自社専用容器を導
入済

○ ○ ○

・国内サプライヤからの部品調達
において、共同輸送を実施
・補修部品の倉庫間、販売店への
供給において、共同輸送を実施

○ ○ ○
・荷量を踏まえた車両、海上
コンテナの選定を実施

○ ○ ○
・補修部品の受注〆切時間の
設定及び配送ルートの着点毎
の配送時間の設定済

○ ○ ○
・工場搬入時刻指定を納入日指
定変更することで、道路事情、搬
入順のフレキシブル性確保

○ ○ ○

・自工会「自主行動計画」ガイドラインに沿った
取り組み実施しており、荷役作業と待機時間
の把握分析による改善活動や待機ポートの増
設等による待機の明確化を進捗中。

○ ○ ○
・サプライヤからの搬入荷量が少な
い場合は、隔日納入化や混載ミルク
ラン輸送へ変更

○ ○ ○
・弊社商品（低燃費車等）の販売促
進が利用要請と同義

○ ○ ○
・2007年より、継続的に輸送
業者へ「エコドライブ講習会」
を開催

ー ー ー
・未実施（弊社商品の拡販への威
力強制にならぬ様）

○ ○ ○ ・待機ポートの増設 ○ ○ ○
・輸送業務は専門業者に外部
委託している。

○ ○ ○
・いすゞグループの内航船を利
用

ー ー ー ー ー ー

10その他の必要な取組 10その他の必要な取組

10その他の必要な取組

7-(1)貨物輸送事業者に対する、低燃費車又
は省エネルギー支援機器搭載車（以下、「低
燃費車等」）の利用要請

7-(2)貨物輸送事業者に対する、エコドラ
イブの実施要請

7-(3)貨物輸送事業者に対する、低燃費車
等の利用状況やエコドライブの実施状況の
確認、改善に向けた取組の実施

7-(4)構内アイドリング防止のための取組 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシフ
トの推進

4-(2)混載便の利用や共同輸配送の取組
4-(3)輸送量及び積載率を考慮した適
正車種での発注

5-(1)発注時間及び配送時間のルール化 5-(2)道路混雑時の輸配送の見直し
5-(3)輸送車両の構内や周辺道路等における待機時間の
削減のための取組

6その他輸配送の効率化により輸送距離及び
回数を削減する取組

7低燃費車等の積極的利用及びエコドライブの促進 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシフ

トの推進

1-(1)二酸化炭素排出量の把握及び課題等の
抽出

1-(2)貨物輸送事業者と自社関連部門におけ
る情報共有及び改善に向けた取組の実施

2-(1)貨物輸送事業者に対する二酸化炭素
排出量削減計画の提出確認

2-(2)貨物輸送事業者の環境配慮の確認 3物流拠点の活用による輸配送の効率化
4-(1)商品・荷姿・梱包資材の形状の標準
化や軽量化等による積載率の向上

1荷主の物流部門における二酸化炭素排出量の把握 2環境に配慮している貨物輸送事業者の選定 3物流拠点の活用による輸配送の効率化 4積載率の向上による輸配送の効率化 5計画的な貨物輸送による輸配送の効率化
6その他輸配送の効率化により輸送距離及び

回数を削減する取組


